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柿沼貴志| 検 索 
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柿沼貴志のプロフィール 
●昭和 50年 11月 11日生まれ  

おいもと幼稚園～桜ヶ丘小学校～長野中学～羽生第一高校 

●小中と野球少年だったが、高校から空手道に励む 

●趣味：自転車、野球、ソフト、カラオケ 

●平成 23年行田市議会議員に初当選（1,759票） 

●平成２７年 県議選初挑戦（12,７５２票 次点） 

●平成３１年 県議選に於いて 15,253票の信託を頂き初当選 

●令和５年 県議選に於いて 1７,154票の信託を頂き 2期目当選 

●自民党令和会所属、福祉保健医療副委員長として活動中 

●朝の清掃＆挨拶活動は１１年目に突入、1,２00回を超え継続中 

柿沼貴志 
発行 

連絡先 

埼玉県議会議員 

〇高齢者・障害者施設等における新型コロナウイルス感染症対策

の支援継続 

〇企業版ふるさと納税を活用したｅスポーツの普及・裾野拡大 

〇公共事業の追加 

県政に対するご意見ご要望は 

柿沼貴志事務所までご連絡ください 

県政報告、ミニ集会、講演依頼等市内何処でも 

お伺い致しますのでお気軽にお声がけください 
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 虐待禁止条例の一部改正について 

 ○改正の目的と取り下げの経緯 

 毎年のように繰り返される放置や虐待による悲しい事件・事故を防ぐため、
県に予算増強や新事業を促すこと、そしてご家庭や地域で改めて安全を見直

して頂くことを主な目的としていましたが、明らかに条文の表現と例示の説

明が不足し、結果として県民の皆様にご不安やご懸念を抱かせてしまい、この
ままでは目的を果たせない状況となってしまいましたので、これを猛省し取

り下げる事と致しました。 

  

○どこが説明不足だったのか 

 『埼玉県虐待禁止条例(平成 29 年施行)』にはすでに「第６条 擁護者の安

全配慮義務」が定められています。今回の改正部分６条の２はこの規定が前提
となるため、安全配慮を著しく怠った放置を規制していく構成をなっており

ました。 

しかし、前述の目的を重視するあまり改正案(特に下記２①)だけの説明に終始
し、そこのみが伝えられました。 

埼玉県虐待禁止条例（一部抜粋） 

現行条例（H29～） 
第６条 １ 「養護者の安全配慮義務」の規定 

取り下げた改正案 

  
２①「放置の禁止・放置抑止の努力義務」の規定 

     ②「行政の待機児童解消、放置防止策等の推進」の規定 

   
○ほとんどのケースでは放置にあたらない 

（安全への配慮があれば放置ではない） 

改正案の説明では児童だけの外出や留守番が放置であり虐待に当たるとして
報道がなされましたが、もちろん子育てが困難な社会や監視社会などはあっ

てはならないことで、実際には安全への配慮があれば放置とみなすものでは

ありませんでした。 
   

○今後について 

 今回、意見聴取や発信の方法に問題があったことが明らかとなりました。私
たちは今後の改善点として、「してはならない」といったネガティブは方法で

はなく、行政と社会の子育て環境をしっかり後押ししていく方法を検討して

いきます。そして、多くの皆様に共感して頂けるよう政策形成の段階で意見を

伺うパブリックコメント等の方策を速やかに見直し、反映させてまいります。 




